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2
0
0
5
年
に
兵
庫
県
尼
崎
市
の
大
手

機
械
メ
ー
カ
ー
「
ク
ボ
タ
」
の
旧
工
場
の

周
辺
住
民
に
ア
ス
ベ
ス
ト

疾
患
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
社
会

問
題
化
し
ま
し
た
が
、
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
を
扱

っ
て
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
に

り
患
し
、
労
災
認
定
さ
れ

た
建
設
従
事
者
は
2
0
0

5
年
以
降
の
累
積
で
1
万

1
3
1
0
人
に
達
し
て
い

ま
す
。
ま
た
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
が
残
る
建

築
物
の
解
体
工
事
が
今
後
、
大
幅
に
増
え

る
見
通
し
で
、
2
0
1
3
年
度
時
点
で
約

5
・
5
万
棟
あ
っ
た
民
間
建
築
物
の
解
体

棟
数
は
2
0
1
8
年
度
に
は
約
10
万
棟
へ

倍
増
す
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ス
ベ

ス
ト
疾
患
の
発
症
に
は
約
15
年
か
ら
40
年

の
潜
伏
期
間
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
も
あ
ら
た
な
被
害
者
が
出
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

東
京
土
建
の
被
害
者
で
は
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
の
3
2
2
人
の
原
告
に
と
ど
ま

ら
ず
、
現
在
で
も
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
疾

患
が
疑
わ
れ
る
組
合
員
は
8
4
5
人
お

り
、
組
合
で
実
施
し
て
い
る
健
康
診
断
で

の
再
読
影
で
毎
年
10
％
を
超
え
る
受
診
者

が
ア
ス
ベ
ス
ト
被
曝
の
可
能
性
を
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
を
提

訴
し
た
と
き
か
ら
、
す
べ
て
の
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
を
対
象
と
し
た
、
国
・
建

材
製
造
企
業
・
大
手
建
設
住
宅
企
業
の
資

金
拠
出
に
よ
る
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
補
償
基
金
制
度
」
の
創
設
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
補
償
の
対
象
と
な
る
被
害
者

は
現
在
で
も
建
設
従
事
者
で
約
7
0
0
0

人
で
す
が
、
今
後
の
発
生
を
考
慮
す
る
と

1
万
人
を
は
る
か
に
超
し
、
個
別
訴
訟
で

の
和
解
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
ま
た
判

決
次
第
で
は
企
業
責
任
が
問
わ
れ
ず
、
国

の
支
出
だ
け
の
賠
償
金
と
な
り
、
公
平
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
補
償
基
金
制
度
」
の
創
設
へ
向
け
た
協

議
を
、
速
や
か
に
開
始
す
る
よ
う
に
求
め

て
い
ま
す
。

【
足
立
・
は
つ
り
解
体
・
小
野

清
記
】
7
月
13
日
に
公
契
約
条
例

適
用
現
場
（
綾
瀬
小
学
校
、
東
綾

瀬
幼
稚
園
）
で
賃
金
実
態
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
兼
ね
た
カ
キ
氷
宣
伝

を
実
施
し
ま
し
た
。
足
立
支
部
か

ら
は
9
人
が
参
加
し
、
現
場
所
長

の
協
力
で
現
場
の
詰
所
を
借
り
て

お
昼
休
憩
の
時
間
帯
に
実
施
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
40
人
弱
の
職
人
さ
ん
が

現
場
に
来
て
お
り
、
カ
キ
氷
を
食

べ
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。
現
場
所
長
が
朝

礼
で
協
力
す
る
よ
う
に
と
伝
え
て

く
れ
て
い
た
お
か
げ
で
、
32
人
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
し
て
も

ら
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

職
人
さ
ん
か
ら
は
「
オ
レ
も
東

京
土
建
の
組
合
員
だ
よ
。
暑
い
か

ら
カ
キ
氷
助
か
る
よ
。
午
後
も
頑

張
れ
そ
う
だ
」「
カ
キ
氷
美
味
し
い

よ
。
公
契
約
条
例
っ
て
知
ら
な
か

っ
た
け
ど
賃
金
が
決
め
ら
れ
て
い

る
ん
だ
ね
」
な
ど
お
声
か
け
も
い

た
だ
き
、所
長
か
ら
は「
公
契
約
条

例
の
適
用
現
場
の
所
長
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ま
た
調
査
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
東
京
土
建
の

取
り
組
み
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け

ま
し
た
。
少
し
ず
つ
単
価
の
上
昇

は
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も

公
契
約
条
例
を
育
て
て
い
く
た
め

に
も
継
続
し
た
調
査
活
動
を
行
な

い
、
区
や
区
議
さ
ん
へ
の
申
し
入

れ
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

現場詰所で職人さんたちはかき氷を食べ
ながらアンケートに答えてくれました

【
板
橋
・
地
質
調
査
・
福
地
孝

志
通
信
員
】
東
日
本
大
震
災
か
ら

7
年
4
カ
月
の
時
が
流
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
も
熊
本
地
震
、
つ
い

こ
の
間
は
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨

に
よ
る
大
災
害
と
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
ま
し
た
。

板
橋
支
部
で
は
21
回
目
と
な
る

東
日
本
復
興
支
援
に
、
7
月
14
〜

15
日
に
宮
城
県
東
松
島
市
、
福
島

県
二
本
松
市
へ
15
人
の
参
加
で
行

っ
て
き
ま
し
た
。
初
日
、
東
松
島

市
で
は
柳
区
地
区
セ
ン
タ
ー
の
75

世
帯
ほ
ど
が
住
ん
で
い
る
柳
の
目

東
住
宅
で
行
な
い
ま
し
た
。
自
治

会
長
の
斉
藤
さ
ん
と
副
会
長
の
相

澤
さ
ん
、
他
の
多
く
の
支
援
団
体

と
餅
、
讃
岐
う
ど
ん
、
カ
キ
氷
、

包
丁
研
ぎ
、
椅
子
作
り
な
ど
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
二
本
松
市
石
倉
復
興

住
宅
で
、
板
橋
支
部
単
独
の
支
援

で
し
た
。
包
丁
研
ぎ
、
焼
き
そ
ば
、

木
工
な
ど
を
行
な
い
、
皆
さ
ん
し

っ
か
り
生
活
し
て
い
る
な
と
感
じ

な
が
ら
も
、
ど
う
し
て
も
高
齢
者

が
多
く
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
り

ま
す
。
自
分
た
ち
の
で
き
る
支
援

の
仕
方
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話

し
合
い
な
が
ら
、
新
し
い
参
加
者

を
増
や
し
て
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

60年表彰された高橋さん（右）
と浅見墨田支部委員長

東松島市柳の目東住宅の住民と
支援者で記念撮影

【
墨
田
・
書
記
・
長
妻
伸
治
通

信
員
】
7
月
22
日
、
東
武
ホ
テ
ル

レ
バ
ン
ト
東
京
で
、
支
部
結
成
60

周
年
記
念
式
典
を
来

賓
71
人
、
組
合
員
1

6
0
人
の
合
計
2
3

1
人
の
出
席
で
開
催

し
ま
し
た
。

式
典
は
、
2
部
構
成
で
行
な
わ

れ
、
1
部
で
は
浅
見
委
員
長
よ
り

挨
拶
と
墨
田
支
部
の
足
跡
紹
介
。

栗
橋
書
記
長
か
ら
過
去
10
年
間
の

歩
み
と
し
て
写
真
を
交
え
な
が
ら

様
々
な
活
動
の
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
墨
田
支
部
で
は
、
結
成
時
か

ら
所
属
し
て
い
る
60
年
功
労
者
の

方
が
現
在
3
人
在
籍
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
八
広
分
会
所
属
の
高

橋
力
男
さ
ん
（
大
工
）
に
代
表
し

て
記
念
品
と
表
彰
状
を
贈
呈
。
85

歳
の
高
橋
さ
ん
は
、
お
元
気
で
現

在
も
住
宅
デ
ー
や
地
域
木
工
教
室

に
指
導
員
と

し
て
協
力
し

て
く
れ
て
い

ま
す
。
表
彰

式
で
は
「
み

ん
な
で
仲
良
く
一
緒
に
が
ん
ば
っ

て
き
た
」
と
、
60
年
間
の
組
合
活

動
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

2
部
で
は
鏡
開
き
と
乾
杯
後
、

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
さ
ん
に
よ
る
演
奏
、
青
年
部

と
後
継
者
対
策
部
の
大
抽
選
会
で

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は

藤
川
副
委
員
長
の
挨
拶
と
三
本
締

め
で
閉
会
し
ま
し
た
。

今
か
ら
60
年
前
、
86
人
の
仲
間

で
産
声
を
あ
げ
、
そ
の
歩
み
を
始

め
た
墨
田
支
部
。
諸
先
輩
方
が
培

っ
て
き
た
知
恵
と
経
験
、
助
け
合

い
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、
さ
ら
な

る
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

（
以
下
全
建
総
連
）
東
京
都
連
合

会
（
以
下
都
連
）
は
7
月
20
日
、

荒
川
区
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

で
第
58
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

2
2
7
人
（
東
京
土
建
か
ら
は
1

2
9
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

菅
原
執
行
委
員
長
の
挨
拶
に
続

き
来
賓
紹
介
。
森
田
全
建
総
連
北

関
東
地
協
議
長
、
鈴
木
全
建
総
連

南
関
東
地
協
議
長
の
他
、
都
議
会

各
会
派（
都
フ
ァ
、
公
明
、
自
民
、

共
産
、
立
民
、
ネ
ッ
ト
）
の
都
議

か
ら
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

勝
野
全
建
総
連
書
記
長
は
中
央

情
勢
報
告
で
西
日
本
豪
雨
災
害
へ

の
支
援
募
金
や
建
設
国
保
現
行
補

助
水
準
確
保
へ
の
行
動
を
強
調
し

ま
し
た
。
経
過
報
告
、
運
動
方
針

案
、
決
算
・
予
算
案
、
な
ど
を
全

体
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
菅
原
良
和
（
建
設
ユ
ニ

オ
ン
）
。
副
委
員
長
・
月
居
利
久

（
東
京
建
設
）
、
木
賀
聖
司
（
東

建
従
）、窪
田
直
彦（
東
京
土
建
）。

書
記
長
・
宮
本
英
典（
東
建
産
）。

書
記
次
長
・
堀
井
晶
（
東
京
建

設
）、
長
谷
部
康
幸（
東
建
従
）。

14支部から119人の仲間が参加

【
本
部
・
書
記
・
友
成
京
介
記
】

青
年
部
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
『
7
2
2
（
ナ
ツ
ニ
）

Ｂ
Ｂ
Ｑ
in
小
金
井
』
は
7
月
22
日

に
小
金
井
公
園
で
開
催
し
、
14
支

部
1
1
9
人
の
仲
間
が
参
加
し
ま

し
た
（
前
年
度
は
1
3
0
人
）
。

五
本
木
青
年
部
長
と
中
村
本
部
組

織
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
栄
実

行
委
員
長
の
元
気
の
い
い
乾
杯
の

発
声
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
皆
で

Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

全
体
で
交
流
を
深
め
る
た
め
に

支
部
紹
介
や
青
年
部
自
ら
が
企
画

し
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
「
き
き
茶
ゲ
ー

ム
」
の
開
催
で
盛
り
上
が
り
、
初

め
て
本
部
青
年
部
の
取
り
組
み
に

参
加
し
た
部
員
も
支
部
・
ブ
ロ
ッ

ク
を
超
え
た
仲
間
と
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
も
青
年
部
中
心
で
運
営
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
今

回
は
猛
暑
の
中
で
あ
っ
た
た
め
、

運
営
側
か
ら
水
の
補
給
の
呼
び
か

け
や
レ
ク
終
了
時
間
を
早
め
る
な

ど
配
慮
を
行
な
い
無
事
故
で
し

た
。参
加
者
か
ら
は「
ゲ
ー
ム
を
通

じ
て
他
の
支
部
の
部
員
と
話
が
で

き
た
」「
次
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」

と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

求

人
公
契
約
現
場
で
昼
宣
伝

足立

カ
キ
氷
配
り
ア
ン
ケ
ー
ト
も

６０
周
年
盛
大
に
祝
う

墨田

高
橋
さ
ん
を
功
労
者
表
彰

２１回目の復興支援
東松島と二本松で実施

５８
回
都
連
大
会
を
開
催

東
京
土
建
か
ら
窪
田
副
委
員
長

板
橋

きき茶ゲーム好評
小金井公園でＢＢＱ

補
償
基
金
制
度
の
創
設
を

青
年
部


